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ERP: その結果，低頻度標的刺激に対して， NA , MMN , N2b , P300の下位成分である P3aと
P3b，さらに，徐波 (SW) が， もう一方の高頻度非標的刺激に対する波形には NA及び， P300 とは
異なって，頭皮上の中心部で、最大の振幅となる陽性電位が出現している乙とが判明した。そして， MMN 
















下， N2b の潜時の延長， P3 bの振幅低下を見い出した。これらの成分が反映する心理過程のいず、れもが，
制御的過程であり，しかも，それらの処理過程には処理資源あるいは作業記憶の使用が必要であると仮定さ
れる乙とから，分裂病者の認知障害の中心となっているのは，作業記憶の障害であるという仮説を提出し


























トで， 72% (75/104) の正確さで判別できた。両判別実験の成績をR0 C (receiver operating 
-2ー
charac t eris tics) のA測度で全体的に表わすと，分裂病者と健常者との判別成績が0.84 ，分裂病者
とうつ病者との成績が 0.80 という値となり，実用を期待させる値となった口






(Paradis , Hagiwara , and Hilderbrndt , 1985) 。
反応時間:本実験では単語ではなく 一文字ず、つの刺激を用いてこの問題を検証した。平仮名、片仮

















本論文の第 1 部においては ERP (脳事象関連電位)測定法の代表的なパラダイムであるオドボール
課題をとりあげ，その課題遂行中に認められる ERP成分 (NA ， MMN , N2b , P300) が反映する
心理過程を考察した。
第 2部では，精神分裂病とうつ病者のオドボール課題による ERPを分析し第 1 部での考察をふまえ














日本語文字のE R P IC:，アルファベットの文字に比べて，より陰性となる電位変化が見出され，乙の陰性
電位は，先行試行で同じタイプの文字が提示されていた場合に 異なるタイプの文字が提示されていた場
合よりも，より陰性に変化した。乙れらのERP の結果から 日本人は日本語文字を処理するための特異
的な処理能力を有し，その処理過程は，同タイプの日本語文字が先行していた場合により強く活性化され
ると推定した。
以上の本論文の結果は， ERPを用いた研究が，人の情報処理過程を知る上で，従来の行動指標による
ものよりも，より精織に， しかも継時的に分析できることを明らかにしたばかりでなく，臨床応用によっ
て，精神障害の成因と行動異常の病態に対して人の情報処理異常という観点から解釈を加えた点に極めて
大きい独自性があり 精神生理学研究に新しい道を開いたものと思われる。
本委員会は，以上の点から，本論文が学術博士の学位を授与するに充分であると判定した。
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